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介
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踏
餌
鑓
冠
鱒
卜
幽
q
笛
。
息
Φ
o
o
霧
9
0
局
8

　
窪
3
忌
曾
g
（
一
〇
G
o
Q
一
一
“
一
α
）
Q
。
く
9
。
。
’
男
鼠
。
。
・
一
二
G
n
●

　
勿
論
m
畢
な
る
年
代
酌
類
同
の
み
で
は
無
意
味
で
は
あ
る
、
が
、
世
紀
の
量
り

（
串
一
目
　
岱
O
　
ω
一
〇
〇
一
Φ
）
に
は
何
か
し
ら
轟
縦
な
感
畳
が
あ
る
Q
十
九
世
紀
の
み
で
な

い
。
例
を
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
み
よ
う
Q
十
八
世
紀
に
大
革
命
、
十
七
批
紀

の
終
り
に
は
泓
臥
洲
意
識
の
危
機
。

　
コ
レ
ー
ヂ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ー
ル
・
ア
ザ
ー
ル
教
授
が
頗
る
魅
力
的

な
表
題
を
掲
げ
て
考
察
せ
ん
と
す
る
の
は
、
こ
の
十
七
世
紀
と
十
入
世
紀
と

の
過
渡
期
の
思
想
の
全
領
域
に
わ
た
っ
て
“
あ
り
、
十
七
世
紀
i
ボ
シ
ュ
エ

思
想
よ
り
、
十
八
世
紀
ー
ヅ
ォ
ル
テ
！
ル
千
丁
へ
の
推
移
を
純
粋
に
思
想
史

的
に
究
明
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
。
そ
し
て
實
に
鮮
か
に
こ
の
二
つ
の
患
惣
が

相
気
立
し
て
豫
め
定
義
せ
ら
れ
て
る
る
。

「
な
ん
と
い
ふ
射
照
で
あ
ら
う
！
な
ん
と
い
ふ
鍮
暴
な
移
行
で
あ
ら
う
！

イ
エ
ヲ
ね
シ
ニ

瞠
統
。
秩
序
・
ド
グ
マ
、
こ
れ
こ
そ
十
七
世
紀
人
の
愛
好
し
た
も
の
な
の
で

あ
る
。
拘
束
。
纏
■
威
。
ド
グ
マ
、
そ
れ
は
そ
の
子
十
八
世
紀
入
の
嫌
忌
し
た

も
の
な
の
で
あ
る
。
前
者
ほ
墓
督
渚
で
あ
り
、
瀞
棲
を
信
じ
、
不
李
等
の
祉

會
に
甘
ん
ず
る
。
後
者
は
異
端
者
で
あ
り
、
肉
然
挫
を
奉
じ
、
準
等
を
主
張

す
る
。
…
…
こ
れ
は
一
つ
の
革
命
で
あ
る
。
」
（
序
文
）

「
嘗
っ
て
は
、
ひ
と
は
十
七
世
紀
を
大
い
に
研
究
し
た
。
今
日
で
は
十
八
世

紀
を
大
い
に
研
究
し
て
み
る
。
が
そ
の
．
境
に
は
、
未
だ
不
確
な
地
帯
が
横
た

は
つ
て
る
る
。
」
そ
し
て
こ
の
時
期
こ
そ
古
き
も
の
が
破
ら
れ
、
薪
ら
し
き
も

の
が
生
れ
出
で
ん
と
す
る
謂
は
野
分
娩
の
苦
痛
時
で
ひ
め
り
、
思
想
母
胎
の
危

第
二
十
二
巷
　
第
一
號
　
　
二
二
二

機
を
含
ん
で
み
る
旧
聞
な
の
で
あ
る
Q
．

　
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
マ
ル
ブ
ラ
ソ
シ
ュ
、
フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
、
ロ
ッ
ク
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、

ボ
シ
ュ
エ
、
フ
ェ
ヌ
ー
2
ン
、
ベ
ー
ル
等
、
更
に
デ
カ
ル
ト
の
影
を
追
ふ
人
々
を

著
者
ぽ
こ
の
時
期
に
配
す
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
い
つ
れ
も
傳
統
を
攻
撃

し
、
樒
威
を
否
定
せ
ん
と
す
る
。
合
理
性
が
、
そ
し
て
入
間
の
み
が
砿
物
の

尺
度
で
あ
り
、
大
粟
な
批
判
の
規
準
な
の
で
あ
る
。
榊
擢
の
な
い
政
治
、
憩

秘
を
含
ま
ざ
る
宗
教
、
ド
グ
マ
を
も
た
ざ
る
モ
ラ
ル
の
建
設
が
、
い
は
“
人

面
の
藤
葛
の
た
め
、
そ
の
榮
讐
の
た
め
、
未
來
の
至
爾
の
た
め
に
世
界
の
焼

亡
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
し
て
ア
ザ
ー
ル
教
擾
の
い
ふ
こ
の
十
入
世
紀
撮
要
は

既
に
早
く
ル
イ
十
四
世
の
盛
期
に
、
一
七
八
九
年
の
革
命
精
瀞
が
既
に
一
六

八
○
年
頃
に
み
ら
れ
る
。
か
く
て
こ
玉
に
歓
洲
意
識
の
危
機
が
初
ま
る
の
で

あ
る
Q

　
著
者
ア
ザ
ー
ル
教
擾
と
共
に
、
こ
の
危
機
の
巻
芯
の
跡
を
急
い
で
辿
っ
て

行
か
5
Q

　
〔
第
一
部
）
　
古
典
主
義
は
恒
當
安
定
を
好
む
Q
現
實
は
し
か
し
静
よ
り
動

へ
攣
化
せ
ん
と
す
る
。
欧
洲
及
び
遠
隔
地
へ
の
心
行
の
流
行
は
之
の
傾
向
に

拍
車
を
か
け
る
。
そ
こ
に
文
化
瀧
愈
へ
の
批
到
が
生
れ
る
。
他
方
、
古
代
の

豫
重
ほ
現
在
の
確
化
謳
歌
と
烈
し
き
論
雫
を
行
ふ
。
史
料
批
判
が
停
職
の
手

で
な
さ
れ
て
る
る
一
方
、
過
去
へ
の
信
頼
の
喪
失
は
雁
史
の
（
懐
疑
論
へ
導
～
o

地
域
的
に
は
知
的
優
越
は
ラ
テ
ン
勢
力
よ
り
失
墜
す
る
。
即
ち
南
鰍
よ
り
軍

隊
へ
、
英
國
、
ド
イ
ツ
、
特
に
オ
ラ
ン
ダ
が
有
力
な
智
的
活
動
の
舞
藁
と
な
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ル
ト
ぴ
ク
ス
　
　
　
　
　
　
　
エ
ナ
ロ
ド
ク
ス
　
に
セ

・
そ
し
て
こ
れ
ほ
又
同
時
に
警
教
に
蜀
し
て
新
教
の
、
正
統
に
…
封
し
て
暴
端
の

勝
利
と
照
羅
す
る
。
こ
の
大
な
る
心
理
的
攣
化
を
最
も
よ
く
具
、
現
し
た
の
が

（2・　？・．一．．　）



ピ
エ
ー
ル
・
ペ
ー
ル
で
あ
る
。
古
典
の
休
戦
が
破
れ
、
傳
統
的
信
仰
へ
の
闘

争
が
初
ま
る
◎

　
〔
第
二
部
〕
　
之
の
傳
統
的
信
仰
へ
の
宣
職
は
「
理
性
」
を
掲
げ
る
八
事
に
よ

っ
て
行
は
れ
た
9
彗
星
に
就
い
て
、
託
宣
に
饗
し
て
、
魔
法
使
に
閾
…
す
る
迷

信
へ
、
の
攻
撃
か
ら
、
奇
蹟
の
否
定
が
、
啓
蒙
へ
の
努
力
が
爲
さ
れ
た
り
リ
シ

ャ
ー
ル
。
シ
モ
ン
と
そ
の
聖
書
批
判
は
ボ
シ
ュ
エ
を
中
心
に
忙
々
た
る
論
験
を

惹
起
し
た
り
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
新
奮
爾
W
教
の
統
一
計
獅
は
失
敗
は
し
た
が
、
理

性
主
義
者
達
は
破
壌
か
ら
建
設
ぺ
の
事
業
に
從
っ
て
み
た
。

　
〔
第
三
部
〕
　
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
纏
鹸
論
が
此
の
栂
建
の
礎
石
と
な
っ
た
。

デ
イ
ス
ム
及
自
然
宗
教
の
成
立
は
そ
の
自
然
法
患
想
と
密
接
に
結
び
つ
く
。

そ
し
て
自
然
法
概
念
こ
そ
新
ら
し
き
哲
入
達
が
、
古
き
憩
へ
の
義
務
に
代
っ

て
主
張
す
る
入
閻
の
擁
利
な
の
で
あ
っ
た
。
　
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
、
ス
ピ
ノ
ザ
、

プ
ッ
フ
ェ
エ
ン
ド
ル
フ
、
カ
ン
バ
ラ
ン
ド
、
フ
ェ
ヌ
ロ
ソ
等
々
の
手
に
よ
っ
て
、

更
に
ナ
ン
ト
勅
命
の
慶
止
と
英
國
の
草
命
は
こ
の
自
然
樺
の
強
化
に
貢
献
し

た
。
宗
教
と
分
離
し
た
道
徳
は
地
上
の
海
温
を
邉
求
す
る
。
科
學
と
そ
の
進

歩
と
が
そ
の
道
を
さ
し
示
し
て
み
る
、
斯
く
し
て
薪
ら
し
き
型
の
入
詩
性
、

貴
族
で
な
く
し
て
市
民
的
な
型
が
祷
成
さ
れ
る
。

　
〔
第
四
部
〕
そ
の
ポ
エ
ジ
イ
の
な
い
、
散
文
の
蒔
期
に
も
、
生
活
の
美
化
、

　
　
　
サ
ン
シ
ピ
リ
テ

入
間
の
感
傷
性
は
腔
虚
し
て
る
る
Q
オ
ペ
ラ
が
繕
え
、
笑
が
氾
濫
す
る
Q
岡

時
に
風
災
的
な
、
民
象
的
な
、
太
・
能
的
な
も
の
が
、
換
言
す
れ
ば
ロ
マ
ン
テ

イ
ク
へ
の
潮
流
が
窺
は
れ
る
。

　
我
々
ほ
斯
く
て
欧
洲
意
識
の
危
機
を
克
諭
し
て
來
た
Q
し
か
し
、
ア
ザ
ー

ル
教
授
の
論
述
に
は
尚
可
成
り
の
魚
機
を
内
在
せ
し
め
て
み
る
や
う
に
思
は

彙

報

れ
る
。
古
典
時
代
の
恒
静
が
翠
な
る
族
行
者
の
見
聞
に
よ
っ
て
動
・
揺
を
來
す

も
の
で
あ
ら
う
か
。
過
去
へ
の
信
頼
の
喪
失
の
み
で
歴
史
へ
の
懐
疑
が
生
じ

る
の
で
あ
ら
う
か
。
知
的
優
越
の
移
動
は
新
蕾
爾
教
以
外
の
原
因
に
求
む
べ

き
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
等
々
。
そ
し
て
教
授
の
危
機
の
申
榎
は
確
に
、
そ

の
饗
象
と
せ
る
時
期
の
膝
史
的
意
嚢
の
把
握
の
錫
小
性
に
存
す
る
。
も
し
文

學
史
家
た
る
教
授
に
し
て
、
こ
の
鮎
が
よ
り
鮮
明
に
さ
れ
る
な
ら
ば
、
明
知

を
以
っ
て
書
か
れ
、
豊
富
な
、
興
味
あ
る
内
容
を
有
す
る
入
○
○
頁
飴
の
大

薯
ほ
、
こ
の
未
開
の
時
期
の
研
究
表
に
、
よ
り
一
暦
の
光
を
輿
へ
る
一
大
標
阜

識
と
な
る
で
あ
ら
う
。
〔
前
川
〕

彙

華艮

○
史
墨
研
究
會

　
頬
面
　
十
月
三
日
（
土
）
午
後
一
時
牛
よ
り
文
學
部
陳
列
館
第
ご
教
室
に
於

い
て
左
の
講
演
あ
・
り
、
聞
閉
會
…
四
牛
歩
頃
。

　
　
嗣
、
曲
魏
に
於
け
る
薗
書
の
地
毛
並
に
組
織
　
　
　
内
田
吟
風
氏

　
北
魏
匡
皇
薄
野
間
近
に
術
冠
註
薩
け
、
．
政
治
槻
樽
の
申
福
と
し
糞
が
、
夫

は
未
だ
郡
落
焼
を
多
分
に
残
議
し
て
ゐ
武
北
魏
内
の
北
族
に
甚
だ
不
利
で
、

遽
に
｝
昨
腱
止
さ
れ
表
っ
然
し
九
品
中
正
制
と
変
部
中
心
の
官
僚
節
織
た
好

都
合
と
す
る
漢
人
門
閥
の
力
ぱ
北
魏
覇
延
ん
動
か
し
結
局
術
讐
省
か
復
活
ぜ

し
め
、
両
も
其
櫻
要
・
行
政
的
地
位
ほ
魏
晋
及
南
瑚
に
比
し
て
温
に
重
要
で

あ
っ
穴
。
其
紐
織
に
剛
し
て
ぱ
叢
書
落
懸
志
共
他
に
も
明
記
す
る
庭
が
な
い

第
二
十
二
巻
　
第
一
部
　
　
二
二
三

（　・223　）


